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1. はじめに 

積雪寒冷地の道路は，冬期に吹雪視程障害による交通障害がしばしば発生するなど，

厳しい走行環境にある．近年，急激に発達した低気圧によって，今まで吹雪災害発生

頻度が少なかった地域でも吹雪による交通障害の発生が増加している．従来より吹雪

災害対策として，防雪施設の整備などハード的対策を行い効果を上げているが，整備

には多くの費用と時間を要する．早急に吹雪災害対策を行うためには，従来のハード

的対策に加えて，リアルタイムに吹雪視界情報を提供するなどのソフト的対策を行う

事も必要と考えられる．そこで筆者らはソフト的対策として，リアルタイムな吹雪視

界情報をインターネット上より試験的に公開し，その有効性について調査を行った． 

 
2. 吹雪視界情報の提供内容について 

吹雪視界情報は，平成 20 年度よ

り冬期間に限って，当所で運営して

いる「北の道ナビ」1)ホームページ

よ り 「 吹 雪 の 視 界 情 報 」

(http://www.northern-road.jp/ 

navi/touge/fubuki.htm)として試

験公開した(図- 1)．情報提供の範

囲は北海道内とし，視界の表示の区

域は，道内の気象庁天気予報の一次

細分区域である 46 地域毎で,視界の

程度は，ドライバーが走行する上で

注意喚起を促す区分に分割した． 

視界の区分は，1000m 以上が「良

好」，500m 以上 1000m 未満が「やや

不良」，200m 以上 500m 未満が「不

良」，100m 以上 200m 未満が「かな

り不良」，100m 未満が「著しい視界

不良」の 5 段階とし区分毎に色分け

した． 

また利用者にその区分内の視界の状況がわかりやすいよう,区分毎にその区分の道

路状況の写真を添付した．なお，視界状況の更新周期は 30 分毎とした．また，道内

国道の峠のうち主要な 6 箇所において北海道開発局所有の道路カメラの画像を静止画

で確認する事ができ，画像をクリックする事で，拡大した画像と峠の気象状況が別ウィ

ンドウで表示した． 

図- 1 「吹雪視界情報提供」の画面 
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3. 「吹雪の視界情報」の提供手法 

「吹雪の視界情報」は，（財）気象業務支援センターより提供される，1 ㎞メッシュの

解析雨量，5 ㎞メッシュのメソ気象数値予報モデルの気温と風速の気象データから視

程値を算出し，５段階に色分けして表示した．視程値は以下の(1)式(武知,2009)3)に

より算出することとした． 

 
 Vis=10-0.886×log(Mf)+2.648   (1) 

 
 ここで，Vis は視程値[m]，Mf は 1 秒間に断面 1[m2]を通過する雪粒子の質量であ

る飛雪流量[g(m2s)-1]を表す．しかし，飛雪流量は通常入手困難である．そこで，飛

雪流量を求める(2)式や，飛雪空間密度 N[g m-3]を求める(3)式(松沢・竹内,1998)よ

り，容易に入手できる降雪強度，風速のデータを基に飛雪流量を推定し視程値を導き

出す 2)こととした． 

 Mf=N×V    (2), N(z)=(P/ωf)+(Nt-P/ωf)･(Z/Zt)
-ω/kU

*         (3) 

  
ここで 

N(z)：飛雪空間密度[g/m3] 

V：地上高 10m の風速[m/s] 

    P：降雪強度[g/m3] 

    ωf：降雪粒子の落下速度 

          (=1.2)[m/s] 

    ω：浮遊粒子の落下速度 

         (=0.35)[m/s] 

  Z:乗用車の視線       

(=1.2)[m] 

  Ｚt：基準となる高さ               

(=0.15)[m] 

   k:カルマン係数(=0.4)，  Nt:Zt での飛雪空間密度(=30)[g/m3] 

 U*：摩擦速度(=0.036V)[m/s] 

 
 ただし,吹雪の発生条件

は気象条件によって異なる
2)事から，図-2 に示した飛

雪空間密度の計算フローに

より飛雪空間密度を計算し

た． 

 
4. 「吹雪の視界情報」の

アクセス状況 

 平成 22 年 12 月～平成 23

年 3 月のアクセス数を図-3

図- 2 「吹雪の視界情報」の配信フロー
降雪終了からの経過時間

図-2 「吹雪の視界情報」の飛雪空間密度計算のフロー

1日平均748件
（H22年度）

１月６日 ３２９１［件/日］
１月７日 ３３９１［件/日］

1日平均367件
（H21年度）

1日平均251件
（H20年度）

アクセス数［件／日］

図-3 ｢吹雪の視界情報｣のアクセス数
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に表す．また，平成 20 年，21 年，22

年度の1日当たりの平均アクセス数を，

図-3 に併せて示した．平成 20 年度は

1 日当たり平均 251 件，平成 21 年度は

367 件に対し，平成 22 年度は 748 件

と，試験公開開始から比べると，およ

そ 3 倍まで増加した事が見られた．な

お，図-3 よりアクセス数が多い日であ

る，1 月 6～7 日，1 月 14 日，21 日，

2 月 8 日，3 月 4 日の天候を天気図等

で確認したところ，全道または局地的

に天候が悪かった日とほぼ一致してい

ることが確認出来た． 
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図-4  平成 20 年度のアクセス数の頻度分布 

図-5 平成 21 年度のアクセス数の頻度分布 

この中で，1 月 6～7 日は，1 日当た

り 3000 件以上と極端にアクセス数が

増加しているが，その理由としては，

北海道の日本海側を中心に天候が悪く，

初山別では，6 日昼から 7 日の朝にか

けて吹雪による国道の通行止めがあっ

た．また，1 月 6 日に新聞 4)にて「吹

雪の視界情報」が紹介された．これら

の事象により相乗効果が働き1月 6～7

日は急激にアクセス数が伸びたと考え

られる． 

次に，年度毎に 1 日当たりのアクセ

ス数の頻度分布を整理した（図 4-6）．

平成 20,21 年度は，500[件/日]以下が

多数であったものに対し，平成 22 年

度は，500［件/日］以上が半数以上と

なっており，継続的に利用した者が増

えたと思われる． 
図-6 平成 22 年度のアクセス数の頻度分布 

     
5. 吹雪視界情報の有効性について 

道路利用者側から見た「吹雪の視界情報」

の有効性について調査するために，「北の道ナ

ビ」利用者に対しアンケート調査を行った．

アンケート調査は，平成 22 年 3 月 9 日から

22 日に，「北の道ナビ」のサイト上で公開し

118人からの有効回答が得られた（図-7～10）． 

まず，「北の道ナビ」のサイトの利用状況に

ついては，図-7 より 98%の人が過去に「北の

道ナビ」を利用した事がある人からの回答で

14%

31%
42%

11%

2%

毎日

週に数回程度

月に数回程度

年に数回程度

今回が初めて

有効回答
数=118

図-7 「北の道ナビ」の利用頻度 
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あった．また，このサイトの利用目的について調

査したところ，図-8 のとおり 78%がドライブ・観

光・旅行・レジャーであり個人的に利用していた

事がわかった． 

次に，「吹雪の視界情報」について調査した．「吹

雪の視界情報は役立つか？」について聞いたとこ

ろ，96%が役立つとの肯定的な回答が得られた．

さらに，情報を得られた事で具体的にとる行動を

聞いたところ，「時間に余裕をもって行動する」

との回答が 51%あったのをはじめ，「吹雪の視

界情報」の情報により，行動変化を起こす様

になることが確認出来た． 

 

78%

20%

2%

ドライブ・観光・旅行・

レジャー
仕事（業務）

その他

有効回答数

=118

図-8 「北の道ナビ」の利用目的 

6. まとめ 

本研究では，吹雪災害のソフト的対策の手

段として，リアルタイムに吹雪視界情報をイ

ンターネット上で試験的公開を行った．吹雪

の面的な視程値の取得は困難なため，

既往研究より，降雪強度，風速，気

温の気象データより視程値を演算し，

算出された結果より，ドライバーが

走行する際に注意喚起を促す 5 段階

に色分けしてホームページ上で表示

を行った． 

吹雪視界情報の有効性を確認する

ため，アクセス数と「北の道ナビ」

利用者へのアンケートの調査を行っ

た．1 日あたりのアクセス数は，平

成 22 年度冬期において，試験公開

初年度の平成 20 年度と比較すると約 3 倍に増加したことが確認出来た．アンケート

調査より，「吹雪の視界情報」が役立つ旨の回答が 96％に達し，その情報により行動

変化を起こす回答が多い事が確認出来た．これらの結果から，吹雪視界情報はソフト

的な吹雪災害対策として有効と考えられる． 

 

68%

28%

2%

【参考・引用文献】 

1) 「北の道ナビ」ホームページ: http://www.northern-road.jp/navi/ 

2) 松澤勝 ,2006:吹雪時の視程推定手法とその活用に関する研究．寒地土木研究所報

告,126 

3) 武知洋太,松澤勝,中村浩,2009:吹雪時に人間が感じる視程と視程計や吹雪計による

計測値との関係.北海道の雪氷,28 

4) 視界情報 吹雪の道見通し予測 サイト「北の道ナビ」で ,毎日新聞朝刊 ,2011.1.6 

51%

41%

41%

43%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

時間に余裕を持って行動する

視界不良地点では注意をして走

行する

視界の良いルートに変更を行う

出発時間を変更するまたは行動

を取りやめる

その他

2%

役立つ

やや役立つ

どちらとも言えない

あまり役立たない

有効回答数
=118

図-9 「吹雪の視界情報」は役立つか？

図-10 情報が得られる事で具体的にとる行動は？

(複数回答可，図-9 で役立つ旨の回答をした者) 


